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１．風評影響を最大限抑制するための海域のモニタリング

1

専門家による確認・助言を得ながら、客観性・透明性・信頼性の高い海域モニタリ
ングを継続実施し、風評影響の抑制を目指す。

(１) 海域モニタリングの実施

① 定期的な海域モニタリングの実施と
海域環境の監視測定タスクフォースの開催(2025年2月27日）

  ・ 処理水放出開始後1年間の評価結果を共有
「人や環境に影響を及ぼすレベルでない」

② IAEAの枠組みの下でのモニタリング
・ 分析機関間比較（ILC）
・ 日中の共通認識を踏まえた追加的モニタリング
（2024年度２回実施）（韓国・スイス・中国参加）

③ 環境大臣とグロッシー事務局長との直接対話
（2025年2月20日）

  ・ 日本のモニタリングの包括的なアプローチについて評価
  ・ 継続的な協力関係の構築

（２）今後の取組の継続に向けて

① 専門的かつ客観的な立場にあるIAEAによる
国際的なレビューや専門家等の意見を踏まえ、
効果的なモニタリングを継続
② 最新の結果をウェブサイト（日・英・中・韓）や
SNSで随時発信 ALPS処理水特設サイト（中国語）

浅尾環境大臣と
グロッシー事務局長対話

１F近傍海域での海域モニタリング

（2025年2月19日、
グロッシー事務局長と第三国専門家）






